
 

           
              

  
                    

５秒で伝わる愛情  
 

                                                    校長  鈴木 真史  
 
 私が帰宅途中、車の中から見かけた一場面です。  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 走っている車の中から見えた場面ですので、５秒あったかなかったかというわ
ずかな時間の出来事でした。走る前と走った後の女の子の顔の変化が余りにも大
きかったのが印象的だったので、この出来事が私の記憶に残っていました。  
 
  私がその場にいて話を聞いていたわけでもないのでここからは想像です。  
 
 女の子は何か嫌なことがあって少し落ち込んで下校していたのでしょうか？そこにたまたまお父
さんが帰ってきました。車を車庫に入れて車庫から出てきたところで自分の娘と出くわしました。お
父さんは悲しげな娘を見て、元気を出してもらおうと考えました。「家まで競走しよう！ 手加減
しないぞ！」お父さんの言葉に娘は「うん」とうなずきました。走り終わった後、なぜか爽やかな気
持ちになりました。 
 
 お父さんの「ちょっとした言葉がけ」と「一緒にする優しさ」がなぜか感動的
で、親というものは、常に子どものことを第一に考えているんだなあとつくづく
思ったのです。わずか５秒ですが、５秒でも愛情は伝わるものなのだと思いまし
た。  
 
 紫雲寺小学校の子どもたちもご家庭でたくさんの  
愛情をもらっていると思います。お家の方が注ぐ愛  
情は、お子さんが、壁に負けることなく困難を乗り  
こえていくエネルギーになります。どうかお子さん  
に、たっぷりの「愛情シャワー」をこれからもかけ  
てあげてください。  
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 ランドセルを背負った５年生くらいの女の子とそのお父さんらしき人が歩道で話をし

ていました。 
 その子は、少しうつむき加減で立ちすくんでいました。お父さんと思われる人は、そ

の女の子の耳にひそひそと話をしました。女の子は「うん」とうなずきました。 
  そして、二人は、「用意！」のポーズをしました。と思うと、自宅の入口と思われる
門の前まで思いっきり走って行きました。 
 ゴールした二人には笑顔があふれていました。 
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